
3,調査として、現物は今ビル解体作業中の現場に寝かされていたので、現物からの情報は外
観と寸法のみとなった。
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本体と土台と脚部等がバラバラになり、横倒し状態で,設置現場に保存されている。
本体議、畿 lo露 撥、横 137機、輻 24機の花驀岩命幸に、横 91磯 X織 31o犠蒔議:念文字『新鵜
市工之跡」刻印(おもて面)の黒御影石が埋め込まれている。(裏面も同様と思われるが倒れていて

見えず不明)、 本体の重さ推定 900K飾

本体石と土台部は、四角い脚部花岡岩石二個で繋がれている。二個の脚部石の下も又花商岩で、
更にその下も花闇岩で、その下の地面に接するところはコンクリー トとなつていて、石の接合方

法は全で接着剤又はセメントの塗布のようであった。

尚、現在開校記念碑は、寝かされた状態にあるため裏面については不明である。

その他◇ 「北部総合コミュニティセンター・創立五周年記念(碑 )」 や、入り口付近のコンクリー
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裏畑II I■ :キ込まれている()1理■ 38年責事業生寄贈」母記念碑が発見された。
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